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ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
や
芝
生
広

場
を
整
備
し
、
家
族
で
ゆ
っ
く
り

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
場
所
を
作

り
た
い
。

　

ト
ン
ネ
ル
開
通
前
後
で
４
回
独

自
に
交
通
量
調
査
を
し
た
が
、
交

通
量
が
増
加
、
周
辺
の
車
の
流
れ

も
変
わ
っ
て
き
た
。
①
交
差
点
で

の
事
故
が
心
配
さ
れ
る
。
信
号
に

矢
印
信
号
あ
る
い
は
ス
ク
ラ
ン
ブ

ル
交
差
点
化
し
て
安
全
対
策
を
。

②
道
の
駅
が
来
春
オ
ー
プ
ン
す
る

が
北
側
出
入
口
の
右
折
禁
止
は
マ

イ
ナ
ス
が
大
き
い
。
改
善
を
。
③

道
の
駅
池
田
温
泉
を
核
に
し
て
ス

ポ
ー
ツ
・
観
光
等
の
拠
点
化
を
図

れ
。
④
駐
車
場
が
分
散
し
利
用
者

が
不
便
だ
、
駐
車
場
案
内
を
。
池
田

山
等
の
道
案
内
も
設
置
さ
れ
た
い
。

 
町　

長 

　

交
通
量
が
徐
々
に
増
え
て
い
る
。

岐
阜
関
ヶ
原
線
の
全
体
的
な
交
通

量
を
把
握
し
た
い
。
将
来
的
に
四

車
線
化
も
含
め
見
直
す
部
分
も
出

て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

　

右
折
禁
止
は
公
安
委
員
会
と
の

協
議
の
結
果
。
ふ
れ
あ
い
街
道
と

の
交
差
点
の
位
置
を
変
え
る
等
対

応
を
検
討
し
ま
す
。

　

駐
車
場
の
空
き
状
況
を
表
示
出

来
る
よ
う
に
し
利
用
者
の
便
を
図

り
た
い
。

　

道
の
駅
池
田
温
泉
を
核
に
し
て

ス
ポ
ー
ツ
や
観
光
の
拠
点
と
し
て
、

　

池
田
町
が
非
核
平
和
宣
言
を
し

て　

年
以
上
経
過
し
た
。
世
界
的

２０
に
核
兵
器
を
削
減
し
て
い
こ
う
と

い
う
流
れ
が
出
て
い
る
今
日
、
役

場
入
り
口
に
あ
る
古
く
な
っ
た
看

板
を
新
調
す
べ
き
、
ま
た
、
平
和

を
訴
え
る
企
画
を
し
て
は
。

 
町　

長 

　

非
核
三
原
則
が
あ
り
、
恒
久
平
和

を
実
現
す
る
こ
と
は
国
民
全
体
の

願
い
。
平
和
宣
言
の
町
と
し
て
核

廃
絶
に
向
け
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
署
名
や
平
和
行
進
に
も
協

力
し
た
い
。
国
体
開
催
に
向
け
庁

舎
入
り
口
の
看
板
を
整
備
し
ま
す
。庁舎入口にふさわしい看板に！

野網義一 議員　

スポーツ・観光の拠点に

道の駅・池田温泉周辺の
　交通安全対策を！

　

池
田
温
泉
や
道
の
駅
の
排
水
は

公
共
下
水
道
で
処
理
す
べ
き
。
岐

阜
関
ヶ
原
線
沿
い
は
農
振
地
域
か

ら
除
外
（
商
業
ゾ
ー
ン
）
さ
れ
多

く
の
開
発
計
画
が
進
行
し
て
い
る
。

今
は
畑
の
周
辺
も
急
速
に
宅
地
化

が
進
行
す
る
。
一
体
の
下
水
処
理

計
画
の
見
直
し
を
。

 
町　

長 

　

東
光
寺
谷
地
区
農
集
に
池
田
温

泉
新
館
の
排
水
を
流
し
迷
惑
を
か

け
て
い
る
。
岐
関
線
沿
線
に
い
ろ

い
ろ
開
発
計
画
が
上
が
っ
て
い
る

が
東
光
寺
谷
地
区
農
集
は
能
力

い
っ
ぱ
い
で
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。

道
の
駅
や
温
泉
は
都
市
計
画
区
域

外
で
公
共
下
水
に
な
る
。
今
後
区

域
変
更
を
視
野
に
入
れ
て
早
急
に

検
討
し
た
い
。

岐
阜
関
ヶ
原
線
沿
い
の

　

下
水
処
理
計
画
の
見
直
し
を

 
非
核
平
和
宣
言
の
Ｐ
Ｒ
を

道の駅「池田温泉」平面図


